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同一対象者の食の幼児期から成人期への追跡研究

岡 田 玲 子

Ⅰ はじめに
　成長・加齢に伴い食物摂取状況がどのように継続・変
化するかを縦断的に確かめることを目的として、幼児期
からの食生活像の個人的変化の観察を成人期（29歳齢）
まで継続して行った1)2))。さらにその後の推移を見るべく
37歳齢のそれを追跡調査した。得られた成績をもとに、
同一対象者の５歳齢から37歳齢までの食物摂取パターン
の経年変化について検討した。なお、単変量による検討
は複雑多岐にわたるため、要約変量と合成変量を適用し
て概括的な把握を試みた。

Ⅱ　方　　法
1）調査対象および調査時期
　調査対象は、新潟県内において成育し、幼児期（調査
年1971年）より学童期・中学期・高校期・20歳齢・29歳
齢を経て37歳齢（同2004年）まで７回にわたって繰り返
し調査協力の得られた男子：８名、女子：８名、計16名
である（因みに本調査の出発時点における調査対象は５
歳児64名であったが、学齢期以降諸事情により漸減し
た）。高校卒業後の状況は、就職者12名（男女各６名）、
大学進学者４名（男女各２名）であり、29歳齢では全対
象者が就職していた。婚姻状況については37歳齢で既婚
者が10名（男子４名、女子６名）、そのうち一子を有す
る者３名、二子を有する者７名であった。居住地につい
ては幼児期以来引き続き同一地域に居住している者は10
名（男子８名、女子２名）、県外へ転出・就職した者は
１名（女子）であり、結婚により県内で転居をした者は
５名（女子）である。
　調査時期・期間は、1971年度（幼児期）、1977年度（学
童期）、1980年度（中学期）における年４回（春夏秋冬）
の各連続した３日間、1983年度（高校期）、1987年度（20
歳齢）、1996年度（29歳齢）および2004年度（37歳齢）
における各年１回（春）の連続した３日間である。
2） 食物摂取状況調査
　日曜日、祝祭日を含まない連続した３日間の食物摂取

量を秤量調査した。高校期までは調査対象の保護者に趣
旨を理解してもらい、主として調査対象の母親の協力を
得て秤・計量器具を用いた秤量記録を依頼して行ったが、
成人後は女子では全員が自ら秤量記録し、男子では既婚
者の場合は配偶者が、未婚者の場合は母親もしくは本人
が秤量記録を行った。幼児期から中学期までの各調査年
度の年４回（春夏秋冬）調査のうち、初回の調査期間中
は毎日１回個別訪問し、２回目以降は調査票回収時に個
別訪問し、それぞれ母親に聞き取り法により記録内容の
確認をした。高校期以降は調査票回収時に個別訪問し、
同様に記録内容の確認をした。なお、20、29、37歳齢に
おいて、新潟市以外の居住者に対しては郵送留置法によ
って秤量記録を依頼し、調査票回収後に電話により記録
内容の確認をした。調査終了後は、対象者およびその保
護者に調査結果を説明するとともに、対象者自身の食事
歴の記録となるファイルを毎回作成して還付した。
3）食品群別摂取状況の検討
　食品群別摂取量は、四訂日本食品標準成分表に準じて
17食品群別に集計した。次に、食物摂取パターンを数量
化する方法として因子分析（主因子法）を用いた。なお、
本対象は16名と少数例のため、17食品群の摂取状況を独
自に因子分析することはできない。そのため、昭和60年
国民栄養調査資料の因子分析結果の因子得点係数をもと
にして、個人の因子得点を算出し、豊川による食物消費
の二次元空間図（昭和60年国民栄養調査結果を基準とす
る）にプロットする方法3)4)5) を用いた。このデータでは、
第１因子は副食品多食因子（対立概念：副食品少食因子）、
第２因子は近代型食事因子（対立概念：伝統型食事因子）
と読まれている。なお、第２因子のみを適用する解析も
試みた。その他にも摂取エネルギー 1,000kcal 当たりの
主要食品群別摂取量を算定した。
4）栄養素等摂取状況の検討
　栄養素等摂取量は、幼児期から中学期までは三訂、高
校期から29歳齢までは四訂、37歳齢は五訂日本食品標準
成分表を用いて算出し、脂肪酸摂取量に関してはいずれ
も五訂日本食品標準成分表を適用して算出した。なお、
37歳齢においては、米類摂取量は「めし」摂取量に0.47
を乗じて算定し、調味料に分類されている味噌は豆類に
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含め、調味料から差し引いて各摂取量を算定した。
　摂取脂肪の栄養評価では、脂肪エネルギー比、飽和
脂肪酸（SFA）と多価不飽和脂肪酸（PUFA）の摂取比
（P/S）、n-6系・n-3系 PUFAの摂取比（n-6/n-3）、SFA、
一価不飽和脂肪酸（MUFA）および PUFAから合成さ
れる摂取脂肪の粥腫形成指数（Index of atherogenicity、
AI）と血栓形成指数（Index of thrombogenicity、IT）6)

を算定した。
　また、時代的推移の検討には対象者の各調査期に該当
する国民栄養調査結果の昭和46年、52年、55年、58年、
61年、平成８年および13年の全国平均値7)8)9) を、５歳～
30歳代の横断的変化の検討には同じく平成13年の性別・
年齢階級別成績を適用して、それぞれ対比した。
5）身体状況調査
　調査対象の各調査時の身長、体重を計測し、Body 
Mass Index（以下 BMI）を算出した。
　なお、統計学的検定には Student's t-test を用いた。

Ⅲ　結果及び考察
1）対象者の身体状況の推移
　対象者の身長・体重・BMI の推移を図１に示したが、
いずれも各年齢における正常値の範囲内にあった。
2） 食物摂取パターンの二次元空間図における推移
　男女別に各期の食品群別摂取状況を、昭和60年国民栄
養調査結果を基準とする二次元空間図にプロットし（図
２）、それらの成績を表１に要約した。
　食物摂取パターンは、平均値では男女共に幼児期は近
代型で副食品少食型に属していた。続く第二発育急進期
の学童期から中学期では近代型で副食品多食型のそれへ
移行した。その後高校期から成人期において食物摂取パ
ターンの男女差が明瞭となった。すなわち、男子は20歳
齢まで近代型で副食品多食型であって、漸次近代型の傾
向が希薄となり、29、37歳齢では伝統型で副食品多食型
に至った。

図２　 同一対象者の成長・加齢に伴う食物摂取パターン
の二次元空間図におけるプロットの推移

図１　調査対象の身体発育状況

表１　同一対象者の食物摂取パターンの二次元空間図における成績の推移
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　一方、女子では高校期において僅かに伝統型で副食品
多食型に移行し、同期にみられた減食は著しい食事制限
には該当しなかったものの、穀類、菓子類、乳類および
嗜好飲料等の摂取量の低値は食物摂取パターンにも反映
していることが観察された。女子ではその後20歳齢では
再び近代型で副食品多食型に戻り、29歳齢では近代型で
あって僅かに副食品少食型に移行し、食物摂取パターン
としては幼児期に近い位置に回帰した。さらに37歳齢で
は僅かに伝統型で副食品少食型を示した。
　男子には意識的な食物摂取制御の状況はみられず、生
理的な栄養要求にそう比較的順調な食事歴を経て成人期
に至っているが、食物摂取の二次元空間図における変動
域の広がりが女子に比して大きく、また女子の変動の軌
跡は男子に比してやや多様であった。これらの変動の根
底には成長に伴う栄養要求量の変化が存在するが、同時
に社会全体の食生活の副食品多食化と近代型化の潮流が
影響したことは否めない。
　同様の推移を個人別に観察すると特に注目される現象
として次の４点があげられる（表１）。
　① 幼児期から中学期までは伝統型は皆無、中学期では

16名全員が一様に近代型・副食品多食型に至った。
　② 女子の高校期で減食しているものは僅かに伝統型・

副食品多食型を呈した。　
　③ 29歳齢で男子は８名中７名が伝統型になったが、女
子は８名中２名がそうなったにすぎず、他は近代型
を維持していた。

　④ 女子の29歳齢で既婚者５名のうち母親となった４名
は近代型であり、その中の２名（授乳中）は男子に
はみられないかなりの副食品多食型を示した。

3） 因子得点の第２因子（近代型・伝統型）のみに着目
した食物摂取パターンの推移

　男女別に各期の食品群別摂取状況について、昭和60年
国民栄養調査結果を基準とする因子得点の第２因子のみ
を抽出してプロットし、対比のための国民栄養調査の全
国平均および性別・年齢階級別のそれとともに図３に示
した。
　国民栄養（全国平均）の昭和46（1971）年から平成13
（2001）年までの30年間における食物摂取パターンの推
移は、僅かに伝統型から僅かに近代型へ漸次移行する様
相がみられた。一方、ほぼ同時代を幼児期から37歳齢ま
で生きた同一対象者の縦断的な食物摂取パターンは、成
長期は男女共に近代型が学童期にピークとなり、以後漸
次近代型が弱まりつつ、成人期には伝統型へ近接・移行
した。高校期から20歳齢で男女が交差して入れ替わり、

図３　 第２因子（近代型・伝統型）に着目した食物摂取パ
ターンの推移―昭和60年国民栄養調査成績を基
準とする―

図４　 摂取エネルギー1,000kcal当たり主要食品群別摂
取量（g）の推移
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20 ～ 29歳齢の間に男子が伝統型、女子が近代型と男女
が対照的なパターンを示す実態が観察された。37歳齢で
は男女共に僅かに伝統型の同位置に至った。
　この縦断的な推移は、国民栄養（平成13年）の性別・
年齢階級別にみた横断的な変化とほぼ類似の傾向がみら
れた。但し、その変動域は後者の方がやや狭小であり、
また後者の30歳代女子は僅かに近代型に留まっている等
の相違点がある。
　以上により、成長期の食物摂取パターンは、時代に伴
う変化よりも成長に伴う影響を受けていることが示唆さ
れた。さらに少数例ながら、成長・加齢に伴い自ずと近
代型から伝統型へ食物選択が移行することが窺われた。
4） 主要食品群別摂取量（g/1,000kcal）の推移
　主要食品群別摂取量（g/1,000kcal）の推移は図４に
示すように、男女ともに摂取エネルギ－1,000kcal 当た
りに占める摂取量の大きい乳類と米類の動向が顕著であ
り、他の６食品群のそれは小範囲の収束状態を呈した。

概して成長期は乳類が米類を凌ぎ、逆に成人期では米類
が乳類を凌ぎ、乳類は近代型化、米類は伝統型化に寄与
していることが窺われた。両食品群の摂取パタ－ンは高
校期頃に交差し、20・29歳齢の成績は男女が対照的であ
り、女子の妊娠・授乳期の乳類摂取を配慮した食物摂取
状況の特徴が反映されていた。
 
5） 食物摂取パターンと乳類摂取及び脂肪栄養評価の推
移

　対象者の食物摂取パターンの第２因子（近代型・伝統
型）の推移と並列して、牛乳を除外した場合の食物摂取
パターン、乳類摂取量（g/1,000kcal）および脂肪栄養評
価の諸成績の推移を男女別に図５，６に示した。
　①牛乳を除外した場合の食物摂取パターンの推移は、
基準として適用した昭和60年国民栄養調査成績のパター
ンに限りなく近づいた。②食物摂取パターンの推移は、
摂取エネルギー量に占める乳類摂取量（g/1,000kcal）の
推移の傾向と男女共に類似していた。③脂肪エネルギー
比は男女共に高校期までは適正値（25 ～ 30%）内の成

図５　 対象男子の食物摂取パターンと乳類摂取量及び脂
肪栄養評価の推移

図６　 対象女子の食物摂取パターンと乳類摂取量及び脂
肪栄養評価の推移
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績であったが、男子は29歳齢で、女子は20、29歳齢で適
正値（20 ～ 25%）を超える成績となったものの、37歳
齢では適正値に収束した。④ P/S は男女共に学童・中
学期で低値（0.8 ～ 0.95）となり、幼児期および成人期
では適正値（1.0 ～ 1.5）内の成績であった。⑤ IA、IT
は漸増して学童期にピークとなり、以後37歳齢まで漸
減傾向を示し、IAは男女共に適正値（<0.5）内にあり、
ITは男子の29、37歳齢のみで適正値（<0.5）に至った。
　以上のように乳類摂取量（g/1,000kcal）の最も多い学
童期では男女ともに食事脂肪の IAおよび IT が最高値
（0.43 ～ 0.45、0.65 ～ 0.66）、P/S が最低値（0.8 ～ 0.9）
を示した。一方、乳類摂取量（g/1,000kcal）が最低値
を示す場合では、男子の29歳齢で IAは0.3、IT は0.48で
最低値、P/S は1.3で最高値となり、女子の高校期で IA
は0.35、IT は0.52で最低値、P/S は1.32で最高値であり、
本対象者における摂取脂肪の栄養評価の P/S、IA およ
び ITに乳類（牛乳）摂取状況が反映されていることが
推察された。脂肪エネルギー比と n-6/n-3は該事象と必
ずしも軌を一にしなかった。しかしながら、いずれの成
績も成人して一定の年齢に至ると適正域に収斂していく
様相が窺われた。
　成長期の栄養素確保の上で、乳類は欠かせない食品で
あり、その摂取により成長期の脂肪栄養評価はいわゆる
適正値（生活習慣病の一次予防上の）を逸脱する。しか
しながら、成長期の脂肪栄養評価に成人期の適正値をあ
てはめる場合に逸脱するのであって、成人期に至ってそ
れらの栄養評価も適正域へ収斂することが知られたこと
から、少数例の成績ゆえに普遍性を期し難いものの、対
象者の成長期の脂肪栄養評価の成績は、成長期に相応し
たものであるのではないかと思料される。
　
Ⅳ　まとめ
　同一対象者16名の５歳齢から37歳齢までの食物摂取状
況の成長・加齢に伴う推移を追跡調査し、要約変量と合
成変量を適用して概括的な検討を試み、次のような結果
を得た。
　⑴　食物摂取パターンは、幼児期から中学期までは男
女共通に近代型であって副食品少食型から同多食型へ移
行した。高校期以後に男女差がみられ、男子では20歳齢
まで中学期と同様のパターンが漸次希薄化し、29歳齢以
降伝統型となった。他方、女子では高校期において減食
がみられて（８名中５名）僅かに伝統型へ移行したが、
その後近代型に戻った。特に婚姻・出産経験者に近代型
で副食品多食型の傾向が顕著であったが、37歳齢では僅
かに伝統型に移行した。
　⑵　これら対象者の縦断的な食物摂取パターンの推移

は、対比した国民栄養の性別・年齢階級別の横断的な変
化にほぼ類似していた。
　⑶　対象者の食物摂取パターンの近代型化に寄与す
るのは、摂取エネルギ－1,000kcal 当たりの乳類（牛乳）
摂取量であり、伝統型化に寄与するのは同じく米類摂取
量であることが推察された。
　⑷　付随して食事脂肪の栄養評価にも成長・加齢に伴
う変動がみられ、成長期ではいわゆる生活習慣病の一次
予防上推奨される適正値を逸脱するものの、成人して一
定の年齢（20歳代後半～ 30歳代後半）になると、P/S、
IA（粥腫形成指数）および IT（血栓形成指数）が適正
域へ収斂することが知られた。これらの現象に最も影響
を及ぼすのは乳類（牛乳）摂取量（g/1,000kcal）である
ことが示唆された。
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